講義9

形態が語る霊長類進化と人類の起源

濱田　穣（形態進化分野）

霊長類は現在、約300種に分類されるほど、多様なブループであり、それぞれの種は様々な形態特徴をもつ。これらの形態特徴は、適応によって獲得されたと考えられる。また、身体形態では祖先の形態を修正することによって、形態の担う機能の適応が図られるため、形態進化の考察には、系統関係も重要である。こういった枠組みのなかで、霊長類研究所形態進化分野では、成長・加齢パターンの進化、マカクの進化地理学、ヒト上科の進化の追求から、霊長類の進化と人類の起源の謎にせまろうとしている。

1 霊長類における成長・加齢パターンの進化：生まれてから死ぬまでの生活史との関係において、身体形態の変化パターンの比較検討を行っている。ヒトは長寿や長い成長期間によって、ひじょうにユニークだが、これらの特徴は他の特徴（例、脳）の進化と関連して、霊長類の進化過程で獲得されたものだ。ヒトを含む霊長類には、幼児期・子ども期・思春期・オトナ期・老齢期が認められる。幼児期は出生から離乳まで、子ども期は性成熟まで、思春期は体全体の成熟まで、オトナ期は生殖機能の減退までと定義づけられる。この期間区分に見られるように、性成熟と身体全体の成熟時期のズレが霊長類成長の特徴のひとつであり、ヒトではそれが顕著となっている。また実質的に老齢期があるのはヒトのみで、他の霊長類では、生殖機能が停止するまでに、ほとんどの個体は死亡してしまう。ヒトでは身体機能がまだ維持されているうちに生殖が停止し、余命は実質的で、かなり長い。体は組織・器官別に成長パターンが異なる。スキャモンは大きく4つに類型化した：脳・神経系、リンパ系、生殖系、一般系（筋・骨格系など）。これらのうち、脳・神経系は子ども期の開始までに、急速に発達する。生殖系は、子ども期後期から急速に発達する。このような身体発達は、機能発達と密接に関係し、特に幼児期の急速成長期には、運動面、摂食面、言葉などの多くの機能が急速に発達する。ヒト幼児では体脂肪蓄積が著しく､体重の約25%までになる。ヒト以外の霊長類の幼児では、5%未満である。ヒト幼児の脂肪蓄積は、リンパ系（免疫系）が未発達で疾病などにかかり易いため、栄養面での保障を行ない、身体、特に脳の発達に支障を来たさないためと考えられる。また、アカンボウへ栄養を供給し、密接にケアするため、母親の育児を支援する者が必要で、家族、特に父親と老齢世代の支援が不可欠である。老齢世代は、この支援により、自らの繁殖成功度が高められ、したがって老齢期が進化したと考えられる。霊長類における成長・加齢パターン、および生態・生活史との関係を考える。

2 マカクの進化地理学：マカク(属)はヒトについで広く、高緯度にまで分布する、成功したグループである。この属は、アフリカで起源し、その後、アジアへ進出し、そこで適応放散したと考えられている。アジアの地でどのように分散し、環境変動の影響を受けて、新たな特徴を獲得し、新たな種や亜種を生み出してきたのか、そしてその進化地理学の含意について、最近の研究の成果を紹介する。

3 ヒト上科の進化：化石調査からも、類人猿と人類の進化過程に迫っている。人類はチンパンジーなどの他類人猿と600万年前に分岐したと考えられ、アウストラロピテクス化石人類など数多くの化石によってその進化過程は、かなり明らかになっているが、そこまでの過程は、特に中新世の後半（1,500—500万年前）における化石資料が乏しいため、解明が進んでいない。そのギャップを埋めるべく、アフリカ（ケニアなど）やアジア（タイなど）で、精力的に化石発掘をすすめ、新たな系統発生過程を確立しつつある。発掘結果と解明されつつあるヒト上科進化過程を紹介する。

